
広 

報

あ な た と 町 政 を つ な ぐ「 広 報 有 田 」  広
報有田

12
DEC. 2019

No. 166

MERRY
CHRISTMAS



今月の PICK UP NEWS !!
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町とＡＰＵが友好交流協定を締結

11 月２日（土）に

行われた「有田 ×

サンタプロジェク

ト 2019」 の 点 灯

式にグリーンラン

ド公認のサンタク

ロ ー ス 10 人 が ス

ペシャルゲストで

大集合しました。

今月の表紙

　

10
月
30
日
に
、
庁
舎
町
民
ロ
ビ
ー
で
町
と
立

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
・
大
分
県

別
府
市
）
が
地
域
の
持
続
的
な
発
展
と
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
、
海
外
の
学
生
の
割
合
が
半
数
を

占
め
、こ
れ
ま
で
に
世
界
１
５
０
を
超
え
る
国
・

地
域
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
町
内
で
学
生
が
一
定
期
間
滞
在
し
て

窯
業
や
文
化
な
ど
を
学
び
、
単
位
を
取
得
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。　

　

出
口
治
明
学
長
は「
単
な
る
体
験
で
は
な
く
、

２
週
間
か
ら
２
ヵ
月
く
ら
い
の
腰
を
据
え
た
イ

ン
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
」
と
話
さ
れ
、
松
尾

佳
昭
町
長
は
「
学
生
た
ち
の
国
際
的
な
視
点
か

ら
助
言
を
受
け
、
魅
力
あ
る
国
際
観
光
都
市
に

近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

１（左から）協定書に調印した立命館アジア太平洋大学の出口治明学長と
松尾佳昭町長 / ２. ３協定締結を記念し、出口学長が「グローバル人材の育
成と世界への発信」と題し講演されました。時代の変化により、求められ
る人材が今までと変わってきたことやグローバル人材の要件などを話され、
参加者は熱心に話を聞いていました。
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まちの話題

第 61 回有田皿山まつり

フォトレポート

有田町文化祭フォトレポート

行政ナビ

ドイツ Reporter

スポーツ

はっぴーライフ / アリタカラ通信

暮らしのカレンダー

マイセンの空から

地域包括支援センターだより

情報ステーション

図書館からこんにちは

女性フェスタ in 有田 参加者募集
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ま ち の 話 題

あいおいニッセイ同和損保と締結協定11
地方創生の連携で住みやすい町へ

　

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和

損
害
保
険
株
式
会
社
と
有
田

町
は
地
方
創
生
に
関
す
る
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
企
業
と
し
て
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
豊
富

な
地
方
創
生
の
支
援
メ
ニ
ュ

ー
を
有
し
て
お
り
、
県
内
自
治

体
で
は
８
例
目
の
連
携
協
定
。

　

有
田
町
で
は
主
に
交
通
安

全
や
防
災
、
介
護
事
業
な
ど

の
分
野
で
地
域
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

18

▲（左から）株式会社 TPS ネット有田店福田良子次長、松尾
町長、あいおいニッセイ同和損保㈱原誠行佐賀支店長

11
８

肥前・有田　箸置きプロジェクト

学校給食で箸置きを使おう

▲児童たちは「いろんな形があって面白かった」「今度から
箸置き使ってみたい」と話していました。

　

有
田
小
学
校
の
４
年
生
を
対

象
に
佐
賀
県
陶
磁
器
商
業
協
同

組
合
が
「
卓
育
授
業
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
日

本
の
食
文
化
に
お
け
る
器
や
箸

な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
学
校
給

食
で
実
際
に
箸
置
き
の
使
い
方

を
学
ぼ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

　

講
師
の
食
空
間
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
平
田
美
鈴
さ
ん
が
食
事

の
マ
ナ
ー
や
、
季
節
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
合
わ
せ
た
箸
置

き
の
選
び
方
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

▲（右から）フランス、フィリピン、シンガポール、フィンランド、
香港の代表者

ミスインターナショナル代表　来有

１ 有田の魅力を世界に発信
11

　
「
ミ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
２
０
１
９
」
に
参
加
す
る
５

カ
国
の
代
表
者
が
佐
賀
県
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）
の
取
り
組
み
で
、
有
田

焼
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
世
界
に

発
信
し
て
も
ら
う
た
め
、
柿
右

衛
門
窯
や
九
州
陶
磁
文
化
館

な
ど
を
巡
覧
。

　

フ
ラ
ン
ス
代
表
の
ソ
リ
ー

ヌ
・
バ
ル
ボ
ー
さ
ん
は
「
絵
付

け
が
繊
細
で
素
晴
ら
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

11
９

わがまちアリタの平成史

懐かしき平成の有田

▲世界焱の博覧会をはじめ平成の有田の展示品が約 60 点展
示されています。

　

12
月
15
日
（
日
）
ま
で
、
令

和
元
年
度
企
画
展
「
わ
が
ま
ち 

ア
リ
タ
の 

平
成
史
」
が
有
田

町
歴
史
民
俗
資
料
館
東
館
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
田
植
唄
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
や
「
平
成
の
大
合
併
」

な
ど
の
当
時
の
写
真
や
物
品
、

平
成
の
出
来
事
な
ど
を
ま
と

め
た
年
表
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
来
館
者
は
「
忘
れ
て
い

た
当
時
の
記
憶
が
よ
み
が
え

り
と
て
も
懐
か
し
く
な
り
ま

し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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有
田
皿
山
ま
つ
り



彩
　

秋
の
有
田
を
彩
る
「
第
61
回
有
田
皿
山

ま
つ
り
」
が
、
秋
晴
れ
の
澄
み
渡
る
青
空

の
下
、
10
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

踊
り
手
な
ど
総
勢
１
２
０
０
人
の
参
加
で

盛
り
上
が
り
、
皿
山
通
り
や
お
祭
り
広
場

は
、
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
の
部
は
、
11
時
に
泉
山
ロ
ー

タ
リ
ー
を
ス
タ
ー
ト
。
有
田
磁
器
太
鼓
の

音
色
が
始
ま
り
を
告
げ
、
佐
賀
県
陶
磁
器

工
業
協
同
組
合 

陶
交
会
の
み
こ
し
を
先
頭

に
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ
ュ
ニ
ア
隊
や
有
田
大
野
太

鼓
な
ど
、
パ
レ
ー
ド
隊
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

お
祭
り
広
場
の
部
は
、
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
演
。
有
田
工
業
高
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
町
内
の

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
の
演
技
や
ブ
ラ
ス

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
セ
ラ
ミ
ー
ズ
、
西
有
田
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
演
目
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
当
番
区
は
６
区
（
丸
尾
・
赤
坂
・

外
尾
山
・
外
尾
町
）。
夏
か
ら
練
習
を
積
ん

で
き
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
生
き
生

き
と
し
た
笑
顔
と
踊
り
を
届
け
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
が
歌
っ
た

唯
一
の
ご
当
地
音
頭
「
有
田
音
頭
チ
ロ
リ

ン
節
」
に
合
わ
せ
て
踊
り
手
全
員
が
両
手

に
皿
を
持
ち
、
総
踊
り
を
披
露
。
や
き
も

の
の
郷
・
有
田
な
ら
で
は
の
風
情
が
感
じ

ら
れ
た
「
有
田
皿
山
ま
つ
り
」
は
、
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

６区 ８区 ３区 ４区 １区

Team YAKUBAチロリンズ２区５区７区



有田町文化祭

　

有
田
の
秋
を
彩
る
文
化
の
祭

典
「
第
14
回
有
田
町
文
化
祭
」

が
、
10
月
22
日
か
ら
11
月
18
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
11
月
３
日
に
開

催
さ
れ
た
「
総
合
舞
台
芸
能
発

表
会
」
を
中
心
に
、
各
分
野
の

大
会
や
展
示
会
な
ど
に
つ
い
て

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

幕
開
け
を
飾
っ
た
の
は
、
10
月

22
日
に
開
催
さ
れ
た
謡
曲
大
会
。

出
演
者
は
、
袴
や
着
物
に
身
を
包

み
、
焱
の
博
記
念
堂
の
大
舞
台
で

堂
々
と
謡
い
上
げ
ま
し
た
。

　

同
会
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
で
は
、
11
月
１
日
か
ら
５

日
ま
で
作
品
展
示
会
が
開
催
さ

れ
、
陶
芸
や
生
花
な
ど
、
会
員
が 有田町文化祭第14回

文化の

祭典

【 囲碁大会結果 】（敬称略）
■Ａクラス
１位　桒原　敏隆（二ノ瀬）
２位　野口　博（立部）
３位　牛島　弘（白川）

【将棋大会結果】
残念ながら町内参加者の
入賞はありませんでした。

囲碁大会

A クラス・B クラス
に分かれ開催さ

れました。

■Ｂクラス
１位　山本　一樹（下山谷）
２位　岩尾　勝也（本町）
３位　杉森　裕（丸尾）

11/8将棋大会11/17

A 級（３段以上）・B 級（２

段）合同、C 級（初段以

下）に分かれ開催され
ました。

謡曲大会

出演者の声が会場
いっぱいに響き渡

っていました。

10/22

作品展示会

生花や絵画、書道など
町民の皆さんの力作が

展示されました。

11/1
～ 5

【 

俳
句
大
会
結
果 

】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

歳
時
記
の 

手
擦
れ
繕
い 
秋
惜
し
む

　
　

１
位　

竹
重　

よ
し
子
（
白
川
）　

所
属
：
有
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
会

秋
天
に 

と
ど
ろ
く
礼
砲 

即
位
の
日

　
　

２
位　

原　

泰
子
（
岩
谷
川
内
）　

所
属
：
有
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
会

秋
落
暉 

父
に
未
完
の 

抑
留
記

　
　

３
位　

上
野　

鷹
司
（
立
部
）　　

所
属
：
西
有
田
俳
句
会　

俳句大会

生涯学習センターで
開催され、25 人が参

加しました。

10/26
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第 14 回 有田町文化祭レポート

総合舞台芸能発表会

丹
精
込
め
て
製
作
し
た
数
々
の
作

品
が
並
び
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は

鹿
島
錦
織
な
ど
も
新
た
に
出
展
さ

れ
来
場
者
は
芸
術
の
秋
を
存
分
に

楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
総
合

舞
台
芸
能
発
表
会
で
は
、
出
演
者

が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
、観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

民謡や日本舞踊、詩吟など
に計約 300 人が出演。日々
の練習で磨かれてきた数々
の演目に、観客からは大き

な拍手が送られました。

11/3
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

表彰

連
盟
会
長
表
彰

西
山 

一
彦
さ
ん

　

第
67
回
精
神
保
健
福
祉
全
国
大
会
が
10

月
24
日
に
奈
良
県
で
開
催
さ
れ
、
日
本
精

神
保
健
福
祉
連
盟
会
長
表
彰
を
西
山
一
彦

さ
ん
（
蔵
宿
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
山
さ
ん
は
約
56
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
精
神
科
医
療
に
携
わ
り
、
看
護
職
員
と

し
て
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
促
進
す

る
た
め
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
企
画

や
、
日
本
精
神
科
看
護
技
術
協
会
の
県
支

部
役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

事
務
職
員
と
し
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
尽
力
し
特
定
医
療
法
人
承
認

に
至
り
、
今
も
な
お
事
務
部
長
兼
常
務
理

事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
に
あ
た
り
「
こ
こ
ま
で
務
め
ら
れ

て
い
る
の
も
周
り
の
方
の
支
え
と
理
解
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
後
も
精
神
科
医
療

の
環
境
整
備
や
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

叙勲・褒章受章おめでとうございます

瑞宝双光章
岩
い わ

永
な が

 辰
た つ

則
の り

さん（上本・67 歳）
消防功労

　 岩 永 さ ん は 昭

和 53 年に旧西有

田 町 消 防 団 に 入

団 し、 退 団 さ れ

る平成 24 年まで

の 35 年間、消防

団 活 動 に ご 尽 力

さ れ ま し た。 ま

た、平成 23 年か

ら は ２ 年 間 有 田

　11 月３日付けで令和元年秋の叙勲受章者が発表されました。町内在住者では、岩永辰則さん（上本）が「瑞宝

双光章」を、庄村健さん（赤絵町）が「黄綬褒章」を受章されました。受章者の功績と喜びの声を紹介します。

◆瑞宝章とは、公務などに永年にわたり従事し、成績を挙げた方に贈られるものです。

◆黄綬褒章とは、農業、商業、工業などの業務に精励し、他の模範となるような技術や事績を有する方に贈られ

るものです。

町消防団副団長として活躍されました。

　受賞にあたり「消防団員になったことで先輩や後

輩、地域の方と関わり、つながりができとても感謝

しております。また副団長のときは、団員が訓練や

現場に出動した際にけがや事故がないように力を入

れていました。災害などで出動する機会が全国的に

も増えているので、現在活躍している消防団員の皆

さんにはまずは自分の身の安全を確認しながら地域

の安全を守っていただきたいです」と話されました。

　 庄 村 さ ん は 昭

和 44 年から６年

間、人間国宝 井

上 萬 二 さ ん に 師

事 し て ろ く ろ の

技 術 を 磨 き、 昭

和 59 年に１級陶

磁 器 技 能 士 を 取

得。 日 本 伝 統 工

芸展 文部大臣賞
をはじめ、数々の公募展で入賞を重ねられました。

また昨年には、工業技術や伝統技術など優れた技能

者を表彰する「現代の名工」に認定されました。

　受賞にあたり「長い間続けられたのはなぜかと考

えていたところ、やはり、陶芸をやるにあたって有

田はぴったりな場所だったからだと思います。技術

を持った先生がいて、志を持った友人もいる。原料、

材料屋が近くにあり相談できる。今後も恩返しとし

て人材の育成に尽力したい」と話されました。

黄綬褒章
庄
しょう

村
む ら

 健
け ん

さん（赤絵町・70 歳）
業務精励

令和元年秋の叙勲
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町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
情
報

伝
達
を
補
完
す
る
為
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
設
備
更
新
に

伴
い
配
信
内
容
を
一
部
強
化
し
ま
す
。

防
災
無
線
登
録
制
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
を
強
化
し
ま
す

防災

防災行政無線のメール登録を
お願いします

　防災行政無線を聞き逃した場合でも、携帯電話に届くメー
ルで内容を確認することができます。
　右の QR コードを読み取るか、下のアドレスから登録をお
願いします。
PC・スマホ▶「https://plus.sugumail.com/usr/saga-arita/home」
ガラケー     ▶「https://m.sugumail.com/m/saga-arita/home」
※電話で放送内容を確認するときは☎ 46･2961 まで。

▲ PC・スマホ用

▲ガラケー用

　

配
信
さ
れ
る
情
報
を
カ
テ
ゴ
リ
別
に

選
択
・
登
録
（
大
カ
テ
ゴ
リ
は
防
災
情
報
・

行
政
情
報
・
気
象
情
報
の
３
つ
で
す
。）
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
気
象
台
か
ら
発
表

さ
れ
る
各
種
気
象
警
報
や
地
震
情
報
に

つ
い
て
も
配
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

設
備
更
新
の
際
に
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
す
で
に
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
の
情
報
を
受
信
す

る
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
カ
テ
ゴ
リ
に
つ
い
て
は
、

「t-saga-arita@
sg-p.jp

」
宛
に
空
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
と
返
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
や

町
か
ら
配
信
す
る
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
た

Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
て
、
あ
と
か
ら
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

登
録
す
る
際
に
は
、
＠tow

n.arita.

saga.jp

か
ら
の
メ
ー
ル
と
Ｕ
Ｒ
Ｌ
付
き

メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
定
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１

　

地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
る

為
、
町
内
に
37
あ

る
自
主
防
災
組

織
の
代
表
と
総

区
長
と
防
災
関

係
機
関
で
組
織 地

域
防
災
力
の
向
上
を
図
る

防災

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
総
会
・
防
災
研
修
会

▲架空の町のハザードマップとあたえられた条件で避
難行動について、グループで話し合い発表しました。

▲地域間の連携により、共助力の強化を図ります。

す
る
有
田
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
地
域
防
災
力
の
中
核
と

な
る
防
災
士
や
消
防
団
員
等
も
参
加
し
、

佐
賀
地
方
気
象
台
か
ら
講
師
を
招
き
、「
大

雨
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
設
定

さ
れ
た
条
件
で
の
大
雨
時
の
行
動
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
・
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
い
る
場
所
に
洪
水
や
土
砂
災
害
の
危

険
性
が
あ
る
の
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

て
確
認
し
、
世
帯
構
成
に
応
じ
た
行
動
が

で
き
る
よ
う
平
時
か
ら
家
族
で
話
し
合
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
来
年
３
月
に
改
訂
し
て
配
布

い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１
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町
は
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
の
10

％
へ
の
引
き
上
げ
が
低
所
得
者
や
子
育
て

世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
し
、
地

域
に
お
け
る
消
費
喚
起
を
目
的
に
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
店
舗
に
新
た
に
登
録
さ

れ
た
店
舗
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
追
加
登
録
事
業
所
（
11
月
25
日
時
点
）

・ 

西
山
食
糧
（
南
原
）

・ 

ひ
と
ふ
し
（
上
幸
平
）

・ 

ふ
じ
せ
商
店
（
本
町
）

　

現
在
、
84
の
店
舗
に
登
録
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
一
覧
リ
ス
ト
は
商
品
券
を
販
売

し
て
い
る
郵
便
局
や
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。
現
在
、
登
録
さ
れ
て

い
な
い
店
舗
は
有
田
商
工
会
議
所
で
登
録

で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
購
入
引
換
券
の
申
請
に
つ
い
て

　

住
民
税
非
課
税
者
は
健
康
福
祉
課
へ
購

入
引
換
券
の
交
付
申
請
を
す
る
こ
と
で
、

課
税
者
の
税
制
上
の
扶
養
に
取
ら
れ
て
い

な
い
な
ど
の
各
種
条
件
を
確
認
し
、
商
品

券
の
購
入
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
締
め
切
り
は
11
月
末
日
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
申

請
で
き
な
か
っ
た
方
は
健
康
福
祉
課
へ

商品券

有
田
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
取
扱
登

録
店
紹
介
（
追
加
の
お
知
ら
せ
）

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
商
品
券
の
購
入
に
つ
い
て

　

住
民
税
非
課
税
者
や
子
育
て
世
帯
の
世

帯
主
な
ど
、
商
品
券
の
購
入
引
換
券
を
お

持
ち
の
方
は
、
町
内
の
郵
便
局
で
有
田
町

内
で
の
み
使
用
で
き
る
商
品
券
が
購
入
で

き
ま
す
。

　

額
面
５
０
０
円
×
10
枚
綴
り
の
商
品
券

１
冊
を
４
０
０
０
円
で
５
回
分
購
入
で
き

ま
す
。
引
換
券
の
購
入
期
限
は
２
月
28
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
転
入
さ
れ
た
世
帯
で
、
転
出
元

の
自
治
体
の
購
入
引
換
券
を
お
持
ち
の
方

で
購
入
回
数
に
残
り
が
あ
る
場
合
は
、
転

出
元
の
引
換
券
を
健
康
福
祉
課
へ
持
参

し
、
残
り
の
回
数
分
を
有
田
町
の
購
入
引

換
券
と
交
換
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健

康
福
祉
課
窓
口
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
登
録
事
業
所
の
修
正
に
つ
い
て

　

先
月
11
月
号
広
報
で
掲
載
し
て
い
た

「
宗
政
酒
造
有
限
会
社
」
に
つ
い
て
、
正

し
く
は
「
宗
政
酒
造
株
式
会
社
」
で
す
。

お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

商
工
観
光
課　
　
　

☎
46
・
２
５
０
０

・ 

健
康
福
祉
課　
　
　

☎
43
・
２
２
３
７

■
第
６
区
が
祭
り
用
衣
装
を
整
備

令
和
元
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

コミュ
ニティ
助成

　

第
６
区
は
、
令
和
元
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
で
、
半
襦
袢
や
帯
、
法
被
な

ど
の
祭
り
衣
装
を
整
備
し
、
お
く
ん
ち
や

有
田
皿
山
ま
つ
り
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

統
一
し
た
衣
装
を
身
に
ま
と
う
こ
と
で

祭
り
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
、
区
民
の
祭

り
へ
の
参
加
意
識
や
連
帯
感
が
深
ま
り
ま

し
た
。
今
後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
さ

れ
、
さ
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
に
活
躍
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

■
仏
ノ
原
区
が
運
動
広
場
遊
具
施
設
な

ど
を
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
金
）
は
、
宝
く
じ

の
普
及
活
動
を
目
的
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
つ
な
が
る
事
業
に

対
し
て
助
成
を
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課
☎
46
・
２
９
９
０

　

仏
ノ
原
区
は
、
令
和
元
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
で
、
仏
ノ
原
運
動
公
園
の

遊
具
な
ど
を
新
調
す
る
と
と
も
に
、
草
刈

機
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
遊
具
な
ど
の
整
備
に
よ

り
、
運
動
広
場
で
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
安

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
、
健
康
づ
く

り
や
交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

で
、
区
民
の
連
帯
感
や
共
同
意
識
が
さ
ら

に
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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試
験
区
分
▼
保
健
師

採
用
予
定
人
数
▼
１
人

年
齢
制
限
▼
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
。

受
験
資
格
▼

保
健
師
の
資
格
免
許
取
得
者
ま
た
は
令
和

元
年
度
実
施
の
保
健
師
国
家
試
験
に
よ
り

資
格
免
許
取
得
見
込
み
の
方
。

試
験
日
▼
令
和
２
年
１
月
11
日
（
土
）

試
験
会
場
▼
有
田
町
役
場

試
験
内
容
▼
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
、
適
性
検
査

受
付
期
間
▼
12
月
25
日
（
水
）
ま
で

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
曜
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
12
月
25
日
（
水
）
の

消
印
有
効
。

申
込
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の

上
、
総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

「
令
和
元
年
度 

有
田
町
職
員
採
用
試
験

案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１

有
田
町
役
場
職
員
（
保
健
師
）

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

職員
採用

　

長
年
の
食
生
活
改
善
事
業
の
普
及
な
ど

の
功
績
を
称
え
、
有
田
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
が
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
健
康
レ
シ
ピ
の
普
及
啓
発

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
原
喬
子
会
長
（
舞
原
）
は
「
大
臣
賞

を
い
た
だ
け
た
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
今
後
も
食
を
通
し
て
町
民
の
皆

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

有
田
町
食
改

表彰

▲（左から）松尾町長、米原会長、藤美登里
副会長（南山）、佐々木清子さん（上内野）

さ
ん
が
健
康
に
生
活
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

人権
週間

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

12
月
４
日
～
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す

　

セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
、
い
じ
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷
、
差
別
な

ど
、「
自
分
の
悩
み
は
人
権
侵
害
に
当
た

る
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁

護
委
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な

お
、
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局
で
も

人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時
▼
毎
月
第
３
水
曜
日 

９
時
～
12
時

場
所
▼
西
公
民
館
中
会
議
室
お
よ
び
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
青
少
年
相
談
室

■
今
月
は
特
設
人
権
相
談
日
を
設
け
ま
す

日
時
▼
12
月
３
日
（
火
）　

10
時
～
16
時

場
所
▼
西
公
民
館
中
会
議
室
お
よ
び
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
青
少
年
相
談
室

詳
し
く
は
▼

・ 

住
民
環
境
課　
　
　

☎
46
・
２
１
１
４

・ 

法
務
局
伊
万
里
支
局
☎
23
・
２
４
９
２

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す

　

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り
の
日
程
は

下
表
の
通
り
で
す
。

　

定
期
回
収
分
以
外
で
依
頼
さ
れ
る
と
き

は
、
12
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
㈲
環
境
整

備
事
業
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り
の
日
程

し尿

日程 回収状況
12 月 21 日（土） 午前のみ
12 月 22 日（日） 休業日
12 月 23 日（月）

～ 27 日（金）
○

12 月 28 日（土） 午前のみ
12 月 29 日（日） 休業日
12 月 30 日（月） 午前のみ
12 月 31 日（火）～
令和２年１月５日（日）

休業日

令和２年１月６日（月） ○

▼し尿汲み取りの年末年始日程表

詳
し
く
は
▼

㈲
環
境
整
備
事
業
セ
ン
タ
ー

・ 

東
地
区　
　
　
　
　

☎
43
・
３
６
３
１

・ 

西
地
区　
　
　
　
　

☎
46
・
４
０
１
６
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年末の大掃除はお早めに！！

年末年始のごみ持ち込みの日程
　年末年始は大掃除などでごみが急増しま
す。さが西部クリーンセンター（伊万里市松

浦町）では、ごみ収集車に加え、家庭のごみ
を直接持ち込まれる住民の方も利用されます
ので、例年大変混雑しています。
　混雑緩和のために、さが西部クリーンセン
ターへ直接持ち込む予定の方は、12 月 21 日

（土）ごろを目安に早めの持ち込みをお願い
します。また、大掃除で出たごみでも、でき
る限り集積所に出してください。

集積場のごみ収集は、ごみ出しカレンダーの通り行います。

詳しくは▶・ 住民環境課　環境担当　　　☎ 46・2734　　　　　・ 有田町リサイクルプラザ　　☎ 41・1153
　　　　　・ さが西部クリーンセンター　☎ 26・2333

＜ごみの直接持ち込み年末年始日程表＞

※直接持ち込んだ際は、町指定ごみ袋に入っているものや粗大ごみシールを貼っているものでも、重量に応じて
料金がかかります。

ごみ

■ごみの減量化にご協力ください
　全国的な報道のとおり、８月の九州北部地方豪雨で武雄市、大
町町、江北町、白石町において、家屋の浸水などの甚大な被害が
生じ、大量の災害ごみが発生しています。それらの災害ごみは、
現在さが西部クリーンセンターにて処理していますが、同センタ
ーの処理能力にも限界があります。これらのことから、住民の皆
さんには家庭から出るごみの減量化にご協力をお願いします。年
末の大掃除においても、新聞・雑誌・ダンボールなどの紙類はリ
サイクルに出していただくなど、ご協力をお願いします。
※紙類（リサイクル）は、有田町リサイクルプラザにて無料で

受け入れています。

さが西部クリーンセンター
（伊万里市松浦町）

有田町リサイクルプラザ
（戸矢）

ごみの種類
一般家庭 事業所 一般家庭 事業所

可燃、不燃、粗大 可燃、不燃、粗大、ペットボトル、資源物

　

各
日
に
お
け
る
ご
み
の
受
付
時
間　

12 月 20 日（金） ９時～ 16 時 ９時～ 16 時

12 月 21 日（土） ９時～ 16 時 休業日

12 月 22 日（日） 休業日 休業日

12 月 23 日（月）～ 27 日（金） ９時～ 16 時 ９時～ 16 時

12 月 28 日（土） ９時～ 16 時 休業日

12 月 29 日（日） 休業日 ９時～ 16 時

12 月 30 日（月）
９時～ 16 時

９時～ 12 時（午前中のみ）

12 月 31 日（火） 休業日

令和２年
１月１日（水）～３日（金）

休業日 休業日

１月４日（土） ９時～ 16 時 休業日

１月５日（日） 休業日 休業日

１月６日（月） ９時～ 16 時 ９時～ 16 時

料金

一般家庭
10kg　80 円
10kg 増すごと
に 80 円加算

事業所
10kg　120 円
10kg 増すごと
に 120 円加算

一般家庭
10kg　120 円
10kg 増すごとに 120 円
加算

事業所
10kg　160 円
10kg 増すごとに 160 円
加算

紙類（リサイクル）　無料
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就
学
援
助
制
度
（
準
要
保
護
）
と
は
、

病
気
や
離
職
な
ど
の
理
由
で
、
経
済
的
な

支
援
が
必
要
な
小
中
学
生
を
も
つ
保
護

者
に
対
し
、
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
義
務

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
も
と
に
、
認
定
基

準
の
該
当
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
教
育
委

員
会
に
諮
り
審
議
さ
れ
た
後
、
認
定
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
期
間
は
、
申
請
を
さ
れ
た
年
度
の

み
で
す
。
令
和
元
年
度
に
認
定
を
受
け
た

方
で
、
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
は
、
入
学
前
の

３
月
に
支
給
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
就
学
援
助
申
請
書　

②
民
生
委
員
意
見
書

③
所
得
証
明
書
（
世
帯
全
員
分
）　

④
現
在
の
収
入
状
況
が
わ
か
る
書
類
（
源

泉
徴
収
票
・
給
与
明
細
〔

〕
な
ど
）

※
申
請
書
は
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間
▼
12
月
23
日
（
月
）
～
令
和
２

年
１
月
17
日
（
金
）

受
付
時
間
▼
８
時
30
分
～
17
時
15
分

提
出
先
▼
学
校
教
育
課

そ
の
他
▼

・ 

認
定
は
、
家
族
全
員
の
手
当
や
年
金
な

ど
を
含
む
全
て
の
収
入
状
況
で
判
断
し

ま
す
。

・ 

認
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
ま
で

に
保
護
者
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
新
入
学
学
用
品
費
は
４
月
１
日
認
定
の

み
と
な
り
ま
す
。

※
年
度
途
中
の
申
請
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
学
校
教
育
課☎

43
・
２
３
２
４

就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

就学
援助

し
ま
す
。

実
施
場
所
▼
各
小
学
校
の
専
用
教
室

対
象
児
童
▼

年
間
を
通
し
て
、
放
課
後
に
両
親
や
祖
父

母
な
ど
の
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
留

守
と
な
る
家
庭
の
小
学
１
年
生
～
６
年
生

ま
た
は
特
別
な
事
情
が
あ
る
児
童

募
集
定
員
▼

・ 

有
田
小
学
校　
　
　
　

35
人

・ 

有
田
中
部
小
学
校　
　

１
０
０
人

・ 

曲
川
小
学
校　
　
　
　

90
人

・ 

大
山
小
学
校　
　
　
　

75
人

開
設
期
間
▼
令
和
２
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日

※
日
曜
・
祝
日
・
お
盆
・
年
末
年
始
を
除
く
。

※
新
入
学
児
童
に
つ
い
て
も
４
月
１
日
か

ら
入
級
可
能
で
す
。

開
設
時
間
▼

・ 

平
日
…
授
業
終
了
後
～
18
時

・ 

土
曜
日
、
休
校
日
、
長
期
休
暇
（
夏
休

み
な
ど
）
…
８
時
～
18
時

※
延
長
申
請
者
の
み
、
18
時
30
分
ま
で
開

設
し
ま
す
。

　

町
は
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
日

中
留
守
と
な
る
家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
級
者
を
募
集

必
要
書
類
▼

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
級
申
込
書

②
昼
間
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
書
類

③
入
級
誓
約
書

※
必
要
書
類
は
子
育
て
支
援
課
、婦
人
の
家
、

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼

①
～
③
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

傷
害
保
険
料
（
８
０
０
円
）
を
添
え
て
、

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
婦
人
の
家
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
在
校
生
は
、
各
学
校
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
の
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
原

則
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

保
護
者
負
担
▼

・ 

傷
害
保
険
料
（
年
間
８
０
０
円
）

※
申
し
込
み
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

・ 

学
級
費　

  （
毎
月
２
０
０
０
円
）

・ 

お
や
つ
代
（
毎
月
１
０
０
０
円
）

申
込
期
間
▼
12
月
16
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

令
和
２
年
１
月
24
日
（
金
）

詳
し
く
は
▼
子
育
て
支
援
課

☎
25
・
９
２
０
０

募集

令
和
２
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

入
級
者
を
募
集
し
ま
す
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毎
年
、
冬
場
に
は
水
道
管
の
凍
結
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
凍
結

す
る
と
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
水
道
管

が
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
波
の
到
来
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
注

意
を
促
し
ま
す
が
、
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
な
ど
対
応
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
メ

水
道
管
の
凍
結
対
策
は
お
早
め
に

水道管
凍結
防止

ー
タ
ー
か
ら
家
側
は
利

用
者
さ
ま
の
管
理
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に

・ 

露
出
し
て
い
る
水
道

管
に
市
販
の
保
温

材
を
巻
く
（
図
１
）。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
（
図
２
）
の
中
の

管
が
む
き
出
し
に
な

ら
な
い
よ
う
に
市
販

の
保
温
材
や
土
を
か

ぶ
せ
る
な
ど
の
対
策

を
。

・ 

寝
る
前
に
、
蛇
口
か

ら
少
し
水
を
出
し
て

お
く
。

・ 

長
期
間
の
外
出
前
に

は
止
水
栓
（
図
３
）
を
閉
め
て
水
抜
き

す
る
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

・ 

蛇
口
の
ハ
ン
ド
ル
は
無
理
に
回
さ
ず
、

露
出
し
て
い
る
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど

を
巻
き
付
け
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

・ 

凍
結
し
た
状
態
で
外
出
す
る
場
合
は
止

水
栓
を
閉
め
る
。

※
氷
が
溶
け
た
と
き
に
破
裂
箇
所
か
ら
漏

水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を

　

蛇
口
を
全
て
閉
め
た
状
態
で
、
水
道
メ

ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る
場

合
は
、
敷
地
内
で
の
漏
水
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

漏
水
に
よ
る
修
理
費
は
利
用
者
さ
ま
の

ご
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
水

道
料
金
が
一
部
免
除
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
お
早
め
に
有
田
町
水
道
事
業
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
万
一
の
凍
結
に
備
え
て

・ 

飲
料
水
の
確
保
が
大
切
で
す
。

　

人
が
１
日
に
必
要
と
す
る
水
は
約
３
リ

ッ
ト
ル
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
１
人
１

日
３
リ
ッ
ト
ル
×
家
族
人
数
×
２
～
３
日

程
度
」
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・ 

生
活
用
水
の
確
保
も
忘
れ
ず
に
。

　

凍
結
時
は
洗
濯
や
ト
イ
レ
の
水
が
不
足

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
風
呂
の
残
り

湯
は
す
ぐ
に
捨
て
ず
に
溜
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

▲図３. 止水栓（レバー、バルブ、キャップの種類あり）

▲図１. 水道管の防寒方法

①市販の保温材を
水道管に取り付
ける。

②ビニールテープ
などを下から上
に重ね合わせて
巻き付ける。

←

←

▲図２. メーターボックス

■
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
や
温
水
器
の
配
管
凍
結

に
ご
注
意
を

　

近
年
、
凍
結
に
よ
り
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

や
電
気
温
水
器
か
ら
お
湯
が
出
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
必
要
で
あ
れ
ば
お
買

い
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
工
事
店
へ
相
談

し
て
、
適
切
な
凍
結
防
止
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
上
下
水
道
課☎

46
・
２
７
４
６

　ふるさと納税で有田町に寄附いただいた件数と金額をお
知らせします。

■  ふるさと納税   ■

　   件　数 　　金　額
令和元年 10 月分 1,508 件 70,997 千円　
令和元年度累計 5,391 件 215,172 千円　

※キャンセルや返金などで前月以前分が変更になり、累計
が合わないことがあります。

 詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～
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「
鉄
道
近
接
工
事
」に

ご
注
意
く
だ
さ
い

工事
　

鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一
歩
間
違
え

れ
ば
脱
線
事
故
や
感
電
事
故
な
ど
、
大
惨

事
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
の
建
設
・
解
体
や
、
庭
木
や
山
林

の
木
の
伐
採
な
ど
、
線
路
に
近
接
し
た
作

業
を
行
う
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

近接工事 近接工事

線路内

おおむね８ｍ おおむね８ｍ

※作業内容や環境条件、使用重機によ
っては８ｍ以上の場合でも近接工事
の適用となる場合があります。

詳
し
く
は
▼

・ 

Ｊ
Ｒ
九
州
佐
世
保
工
務
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
６
・38

・
２
５
１
２

・ 

Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
安
全
へ
の

お
願
い
」

　

h
ttp

://w
w

w
.jrkyu

sh
u

.co
.jp

/

com
pany/esg/safety/attention/

町からのお知らせ行政ナビ12 町からのお知らせ行政ナビ月

有田町の国際交流員、ヴィンセント・ポール・ホイザさんのコラムです。

No.15

マイセンから
使節団が来町
しました！

　11 月も有田マイセン姉妹都市

提携 40 周年記念事業において、

活発な交流ができた月になりま

した。

　11 月 20 日から 24 日にかけ

て、マイセン市長や郡長、マイ

セン有田友好協会の代表など、

マイセン市からの使節団８人が

有田を訪れました。今回の訪問

の１番の目的は松尾町長を表敬

訪問することで、今までの姉妹

都市の活動を振り返るとともに、

今後のさらなる交流のために最

善を尽すと、互いに意気込みを

語り合いました。

　滞在中は、私も通訳を兼ねて

使節団の皆さんに同行し、町内

外を案内しました。２日目には、

佐世保市や平戸市へ行き、日本

と海外の交流に関する歴史につ

いて学びながら、２つの街を観

光しました。３日目には、神埼

市の九年庵と武雄市の御船山楽

園で日本ならではの風景である

紅葉を紹介。訪問団の皆さんは

艶やかな秋の色に感動していま

した。

　今回、訪問時期が秋の有田陶

磁器まつりと重なっていたこと

もあり、４日目は伝統的建造物

群保存地区を散策し、買い物を

楽しみました。その後、泉山磁

石場や柿右衛門窯、アリタセラ

などを訪問し、有田焼の歴史や

現代の有田焼に触れることがで

きました。夜は、９月にマイセ

ンを訪問した町民の皆さんを交

えて、ドイツのツヴィンガー宮

殿を再現したポーセリンパーク

で送別会が行われ、再会を祝う

とともに、親睦をさらに深めま

した。

　今回の訪問は大変有意義なも

のとなり、有田とマイセンが姉

妹都市として、これからさらに

素晴らしい関係を築いていける

と期待できるでしょう。

ドイツ
Reporter

佐
賀
県
文
学
賞

入
賞
・
入
選
者
紹
介

表彰
　

11
月　

日
に
第
57
回
佐
賀
県
文
学
賞
の

入
賞
・
入
選
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
随

筆
部
門
で
は
廣
澤
益
次
郎
さ
ん
が
審
査
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。町
内
在
住
の
入
賞
・

入
選
者
は
、
次
の
通
り
で
す
。〔
敬
称
略
〕

【
一
般
の
部
】

■
詩

三
席
▼
筒
井　

孝
徳
（
泉　

山
）

■
短
歌

秀
作
▼
大
村　

洋
子
（
戸　

杓
）

　
　
　

村
上　

保
子
（
大　

野
）

　
　
　

筒
井　

孝
徳
（
泉　

山
）

佳
作
▼
松
尾　

代
（
戸　

矢
）

■
俳
句

秀
作
▼
田
中
タ
ケ
子
（
黒　

川
）

佳
作
▼
上
野　

鷹
司
（
立　

部
）

　
　
　

近
藤　

洋
子
（
外
尾
山
）

■
川
柳

佳
作
▼
上
野　

鷹
司
（
立　

部
）

ARITA 2019.1215



有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

■
卓
球

　

13
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
文
化
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
級
決
勝
戦
は
最
後

ま
で
競
り
合
い
、
13
区
が
２
年
連
続
の
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

【
Ａ
級
】
優
勝
▼
13
区　

準
優
勝
▼
４
区

　
　
　

  

３
位
▼
６
区
、
12
区

【
Ｂ
級
】
優
勝
▼
10
区　

準
優
勝
▼
２
区

　
　
　

  

３
位
▼
７
区
、
15
区

■
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

16
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
有
田
中
学
校
体

育
館
と
有
田
中
部
小
学
校
体
育
館
で
開
催

　

13
チ
ー
ム
が
出
場
し
黒
牟
田
コ
ー
ト

で
開
催
。
予
選
パ
ー
ト
を
勝
ち
進
ん
だ

１
区
、
３
区
、
６
区
、
13
区
、
14
区
、

15
区
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

13
区
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

優
勝
▼
13
区　
　

準
優
勝
▼
15
区

３
位
▼
３
区

さ
れ
ま
し

た
。
決
勝

戦
は
3
区

対
２
区
の

対
戦
に
な

り
、
予
選

か
ら
守
備

と
攻
撃
が

安
定
し
て

い
た
３
区

が
見
事
、

大
会
11
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

優
勝
▼
３
区　
　

準
優
勝
▼
２
区

３
位
▼
４
区

優勝 

▲

３区

優勝▲ 13 区

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

13
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
西
有
田
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
状
リ
ー
グ
戦
各
パ
ー
ト
の
上
位
２

チ
ー
ム
で
行
わ
れ
る
Ａ
ク
ラ
ス
の
決
勝

は
、
前
回
Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
の
11
区
と
毎

回
優
勝
候
補
に
名
を
挙
げ
る
７
区
と
の

対
戦
と
な
り
、
接
戦
の
末
７
区
が
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

A
ク
ラ
ス
優
勝
▼
７
区　

準
優
勝
▼
11
区

B
ク
ラ
ス
優
勝
▼
６
区　
準
優
勝
▼
15
区

優勝▲７区

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

13
チ
ー

ム
が
出
場

し
、
円
山

公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

で
開
催
さ

れ
ま
し

た
。
予
選

か
ら
熱
戦

が
繰
り
広

げ
ら
れ
、

予
選
リ
ー
グ
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち

抜
い
た
３
区
と
10
区
の
決
勝
戦
と
な
り
、

10
区
が
２
年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

優
勝
▼
10
区　
　

準
優
勝
▼
３
区

３
位
▼
14
区
、
４
区

優勝 

▲

10 区

　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
期
大
会
が
10
月

27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
駅
伝
競
走
、
卓
球
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
7
競
技
が
行
わ
れ
、
各

会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

後
期
成
績

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

15
チ
ー

ム
が
出
場

し
、
中
央

運
動
公
園

と
西
有
田

中
学
校
で

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

A
パ
ー

ト
の
決
勝

は
５
区
と

８
区
の
対
戦
と
な
り
、
投
打
と
も
に
躍

動
し
た
５
区
が
優
勝
旗
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
B
パ
ー
ト
は
12
区
と
14
区
の
決

勝
戦
と
な
り
１
回
戦
、
２
回
線
で
完
封

す
る
な
ど
堅
い
守
り
の
14
区
が
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

A
パ
ー
ト
優
勝
▼
５
区　

準
優
勝
▼
８
区

B
パ
ー
ト
優
勝
▼
14
区　

準
優
勝
▼
12
区
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有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン
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ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
の
部
で
準
優
勝

　

第
72
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
10
月

19
・
20
日
に
鳥
栖
市
・
神
埼
市
・
吉
野
ヶ

里
町
・
基
山
町
・
み
や
き
町
・
上
峰
町
を

主
会
場
に
19
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
田
町
か
ら
は
16
競
技
に
参
加
し
、
市

を
除
い
た
10
町
の
中
で
準
優
勝
で
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
軟
式
野
球
一
般
Ｂ
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
一
般
男
子
Ａ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

主
な
上
位
（
３
位
以
上
）
の
成
績
は
次

の
通
り
で
す
。

■
軟
式
野
球

【
Ｂ
パ
ー
ト
】　

一
般
男
子
Ａ　

３
位

【
Ａ
パ
ー
ト
】　

一
般
男
子
Ｂ　

優
勝

■
サ
ッ
カ
ー

【
町
の
部
】　

一
般
男
子　

３
位

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

【
町
の
部
】　

一
般
女
子　

２
位

【
町
の
部
】　

一
般
男
子　

３
位

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

【
町
の
部
】　

一
般
男
子
A　

優
勝

【
町
の
部
】　

一
般
女
子　
　

優
勝

■
陸
上
競
技

【
町
の
部
】　

一
般
男
子
総
合　

３
位

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【
Ｂ
パ
ー
ト
】　

一
般
女
子　

３
位

区間
（距離） 名前 区

（地区） タイム

１区
（1.7 ㎞）池田 祐樹 11 区

（黒　川）
5 分 03 秒

大会新
２区

（1.1 ㎞）福田 啓人 11 区
（北ノ川内）3 分 49 秒

３区
（1.8 ㎞）南　 柊　 10 区

（上　本） 5 分 54 秒

４区
（1.0 ㎞）松永 圭太 ５区

（本　町） 3 分 44 秒

５区
（1.7 ㎞）平川 國士 ５区

（戸　杓） 5 分 43 秒

▼駅伝区間賞の受賞者（敬称略） ■
駅
伝
競
走

　

10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。
レ
ー
ス
は
11
区
が
、
第
１
区
間
を

ト
ッ
プ
で
繋
ぎ
、そ
の
後
も
快
走
を
続
け
、

優
勝
し
ま
し
た
。

優
勝
▼
11
区　
　

準
優
勝
▼
５
区

３
位
▼
７
区

優勝▲ 11 区

　

伝
統
の
石
場
相
撲
大
会
が
11
月
17
日
、

白
磁
ヶ
丘
相
撲
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
力
士
た
ち
の
闘
志
あ
ふ
れ
る

取
組
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、「
稚
児
土

俵
入
り
」
に
は
子
ど
も
の
無
病
息
災
を
願

い
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
一
般
の
部 

団
体
戦　
　
　
〔
敬
称
略
〕

優　

勝
▼
有
田
消
防
署

準
優
勝
▼
役
場
・
共
立
病
院
合
同

第
３
位
▼
陶
窯
み
か
わ
や

■
一
般
の
部 

個
人
戦

優　

勝
▼
木
寺　

達
郎
（
陶
窯
み
か
わ
や
）

準
優
勝
▼
松
尾　

将
志
（
有
田
消
防
署
）

小学生の部 個人戦優勝 

▲  

６年生の部 浦くん（左）　５
年生の部 佐々木くん（右）

第
３
位
▼
西
山　

晃
市
（
有
田
消
防
署
）

　
　
　
　

山
口　

了
平
（
有
田
消
防
署
）

■
小
学
生
の
部 

個
人
戦　

   〔
敬
称
略
〕

【
小
学
５
年
生
の
部
】

優　

勝
▼
佐
々
木
叶
太
（
曲
川
小
）

準
優
勝
▼
吉
島　

遥
音
（
２
区
）

第
３
位
▼
藤
本　

将
生
（
中
部
小
）

　
　
　
　

浦　
　

凪
冴
（
８
区
）

【
小
学
６
年
生
の
部
】

優　

勝
▼
浦　
　

威
吹
（
８
区
）

準
優
勝
▼
松
尾　

龍
弥
（
８
区
）

第
３
位
▼
永
尾　

秀
峰
（
８
区
）

　
　
　
　

岡
本　

陸　

  （
８
区
）

力
士
た
ち
の
熱
い
戦
い

令
和
元
年
度 

石
場
相
撲
大
会

▲熱戦を繰り広げた一般の部の選手たち
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第
13
回
有
田
町
民
剣
道
大
会

　

11
月
４
日
（
月
）
に
有
田
中
部
小
学
校

体
育
館
で
第
13
回
有
田
町
民
剣
道
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
基
本
競
演
の
部　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

優
勝
▼
小
森　

咲
英
（
広
瀬
山
）

準
優
勝
▼
梅
崎　

ゆ
の
あ
（
二
ノ
瀬
）

■
小
学
生
の
部　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

・
団
体
戦　

優
勝
▼　

養
道
場
Ｂ

・
４
年
生
以
下
個
人
戦

優
勝
▼
小
森　

琉
慎
（
広
瀬
山
）

準
優
勝
▼
三
宅　

洸
暉
（
広
瀬
）

・
５
、６
年
生
個
人
戦

優
勝
▼
池
田　

龍
仁
（
岳
）

準
優
勝
▼
佐
藤　

太
一
（
立
部
）

■
中
学
生
の
部　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

・
団
体
戦　

優
勝
▼
西
有
田
中
学
校

・
男
子
個
人
戦

優
勝
▼
池
上　

朗
（
南
山
）

準
優
勝
▼
山
口　

幌
斗
（
南
原
）

・
女
子
個
人
戦

優
勝
▼
沖
田　

藍
（
北
ノ
川
内
）

準
優
勝
▼
大
串　

理
加
（
北
ノ
川
内
）

■
高
校
生
の
部　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

・
個
人
戦

優
勝
▼
崎
山　

稜
（
黒
牟
田
）

準
優
勝
▼
橋
本　

陸
玖
（
上
内
野
）

西
有
田
ス
ポ
・
レ
ク
協
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
▼
９
月
24
日

場
所
▼
中
央
運
動
公
園

参
加
者
▼
１
１
５
人　
（
24
ホ
ー
ル
）

・ 

男
子
の
部　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

１
位
▼
桑
原　

寛
三　
（
山
谷
牧
）　

２
位
▼
松
尾　

隆
好　
（
大
木
宿
）

３
位
▼
井
手　

和
幸　
（
広　

瀬
）

・
女
子
の
部

１
位
▼
井
手
美
智
子　
（
広　

瀬
）

２
位
▼
中
島　

尚
美　
（
山
谷
牧
）

３
位
▼
山
之
上
巳
代
子
（
黒　

川
）

久
光
製
薬
杯
第
30
回
佐
賀
県
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

西
有
田
完
全
優
勝 

Ｖ
奪
還

　

11
月
３
日
に
「
久
光
製
薬
杯
第
30
回
佐

賀
県
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が

小
城
市
で
開
催
さ
れ
、い
き
い
き
の
部（
満

18
歳
以
上
、
Ｖ
リ
ー
グ
経
験
者
は
満
35
歳
以

上
）
に
「
西
有
田
」
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

西
有
田
は
予
選
か
ら
１
セ
ッ
ト
も
落
と

さ
な
い
〝
完
全
優
勝
〟
で
、
２
連
覇
を
逃

し
た
去
年
の
屈
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
１
セ
ッ
ト
目
か
ら
エ
ー
ス

田
代
沙
由
理
選
手
（
北
ノ
川
内
）
の
力
強

い
ス
パ
イ
ク
を
中
心
に
攻
め
、
21
対
15
で

先
取
。
２
セ
ッ
ト
目
は
序
盤
に
１
対
７
と

先
制
さ
れ
苦
し
い
展
開
に
な
っ
た
も
の

の
、「
慌
て
ず
自
分
た
ち
の
バ
レ
ー
を
や

れ
ば
絶
対
に
勝
て
る
」
と
選
手
同
士
で
鼓

舞
し
合
い
、
中
盤
で
同
点
に
追
い
つ
き
、

最
後
は
ジ
ュ
ー
ス
か
ら
勝
負
強
さ
を
見
せ

連
続
得
点
で
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

岩
永
み
ど
り
監
督
（
原
明
）
は
「
全
員

で
勝
ち
取
っ
た
優
勝
で
、
ミ
ス
も
含
め
百

点
満
点
だ
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン

有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン
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詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです
保
健
師
と

い
っしょに

　佐賀県の肝がん死亡率は全国平均の約２倍で、全国

ワースト１位が続いていましたが、20 年ぶりに、よ

うやく全国ワースト１位を脱却しました。

　しかし、佐賀県の肝がん死亡率は僅差でのワースト

２位。依然として全国平均を大きく上回っており、安

心はできません。

　C 型肝炎は治療すれば完治する時代になりました。

B 型肝炎も治療でウイルスを抑えることができるよ

うになった今、肝がんの一番の原因は「脂肪肝」です。

脂肪肝は、従来軽い病気と考えられていましたが、肝

硬変や肝臓がんになる場合があり、糖尿病などの生活

～あなどるなかれ、脂肪肝～

脂肪肝から肝がんへ

第７回 伊万里・有田地区市民公開講座

　　　 「肝臓病はこわくない」

日時▶ 12 月 14 日（土）　14 時～ 16 時

場所▶伊万里市民センター　文化ギャラリー

参加費▶無料

講演内容▶

①「佐賀県から肝がんを減らすためこれからやる

べき大事なこと～ワースト１位返上できたこれ

からが正念場！～」

講師：佐賀大学医学部付属病院　肝疾患センター

　　　特任教授・センター長　江口有一郎先生

②「糖尿病とがんの危険な関係」

講師：前田病院　院長　前田麻木先生

詳しくは▶伊万里・有田地区医師会

　　　　　☎ 23・3270

習慣病のリスクを高めることもわ

かってきました。

　そこで、特に糖尿病や脂肪肝の

方に、ぜひ聞いていただきたい講

座をご紹介します。

初めまして。地域おこし協力隊の富田 紗貴です！

11 月１日より、有田町地域おこし協力隊に富田紗貴さんが就任されました。
富田さんは商工観光課で、主に有田焼産業の PR や後継者不足の解消に向けてもの
づくりの魅力の発信などに取り組まれます。

●どんな活動をしたい？

　実際に窯業の現場で手を動かしな

がら有田焼を学び、有田焼の何が生

かせるのか、何が必要なのかなどを

考えていきたいです。そこから、地

域の交流や若手の窯業就者と今活躍

している窯業関係者の交流など仕組

みづくりに力を入れ、後継者の発掘・

育成に力を入れていきたいです。

●町民の皆さんへひとこと

　大好きな有田に帰ってこれて幸せ

です。1 日でも早く町民として誇り

をもって仕事をしたいと思います。

　夫も有田を拠点に働く予定で子ども

たちも小学校、保育園に通っているの

で家族共々よろしくお願いします。

●地域おこし協力隊として有田町に

応募した理由は？

　父が有田でまちづくりに関わって

いたため、４歳から小学校卒業の 12

歳までの８年間を有田で過ごしまし

た。東京から来た私たち家族を、有

田と有田の方々に優しく受け入れて

もらった記憶があります。

　私にとって有田はとても大切な場

所で、いつかまた有田と関わって生

活したい有田に恩返しをしたいと東

京、ドイツにいるときからチャンス

をうかがっていました。そんな中、

有田焼の製造技術の習得をしながら

地域おこしの支援、課題の解決の仕

事内容に魅力を感じました。

富
とみ

田
だ

 紗
さ

貴
き

 さん

年齢：40 歳
出身地：東京都
趣味：美味しいものを食べる
好きな食べ物：てづくり餃子、
夫が作るスパイスカレー
有田の思い出の場所：
白川地区周辺・有田小学校
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休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号

１（日） やまの歯科医院（立部） ☎ 46-4788

８（日） 吉冨歯科医院（伊万里市伊万里町） ☎ 23-2415

15（日） 國谷歯科医院（伊万里市東山代町） ☎ 28-4668

22（日） 家永歯科医院（南原） ☎ 42-2074

29（日） 麻生歯科医院（伊万里市新天町） ☎ 23-2221

30（月） いけだ歯科医院（伊万里市伊万里町） ☎ 22-4618

31（火） イワサキ歯科医院（桑古場） ☎ 43-2611

1/1（水） 岩崎歯科医院（伊万里市伊万里町） ☎ 22-4182

1/2（木） 上田歯科医院（伊万里市大坪町） ☎ 23-8185

1/3（金） 浦上歯科医院（伊万里市大坪町） ☎ 23-9100

1/5（日） いまり歯科診療所（伊万里市立花町） ☎ 29-8411

相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士
無料相談会

18（水） 10 時～ 12 時
東出張所
相談内容：相続、遺言のみ

佐賀県行政書士会伊万里支部 山口（☎ 080-5272-4115)

こころと
からだの相談日

月～金
８時 30 分～
17 時 15 分

福祉保健センター

こころの相談
（要予約）

24（火）
９時～ 16 時　　　　役場１階町民ロビー内

（12 時～ 13 時は除く）   ミーティングルーム
予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

女性総合相談
月～金

８時 30 分～
17 時 15 分

専用ダイヤル（☎ 43-2210）へ
電話でご相談ください。
面談も対応可能です。

消費生活相談 火・木
９時 30 分～ 12 時、
13 時～ 16 時 30 分

年金相談
（要予約）

11（水） 10 時～ 15 時 東出張所
予約は武雄年金事務所へ（☎ 0954-23-0121）

障害者相談 月～金
８時 30 分～
17 時 15 分

障害者生活支援センター
（☎ 23-3512）

発達障害児（者）
相談（要予約）

３（火）
17（火）

10 時～ 17 時 障害者生活支援センター

予約は NPO 法人「それいゆ」へ（☎ 0952-37-0250）
　※受付時間月～金　10 時～ 17 時（祝日を除く）

視覚障害児（者）
相談

月～金
８時 30 分～
17 時 15 分

佐賀県立盲学校
（☎ 0952-23-4672）

行政相談
人権相談

18（水） ９時～ 12 時
有田町西公民館 中会議室
生涯学習センター 青少年相談室

人権相談のみ ３（火） 10 時～ 16 時
有田町西公民館 中会議室
生涯学習センター 青少年相談室

心配ごと相談 17（火） 10 時～ 12 時 有田町社協会館
法律相談

（要予約）
17（火）

13 時～ 16 時 有田町社協会館
予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

家計の困りごと
相談会（要予約）

20（金） 10 時～ 16 時 東出張所
※予約は前日 16 時までに、グリーンコープ生協
　さがへ（☎ 0952-36-8402）

オストメイト相
談会＆情報交換
会

20（金）
10 時～ 12 時

伊万里・有田共立病院 
地下１階　多目的室

日本オストミー協会 古賀（☎ 090-4510-7503）

東出張所（☎ 43-2105）
※予約者優先

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考

Ｂ型肝炎ワクチン 生後２カ月～１歳未満
ヒブ 生後２カ月～５歳未満
小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満

四種混合（百日咳 ･ ジフテリア ･
破傷風・ポリオ）

生後３カ月～７歳６カ月未満

BCG １歳未満
ＭＲ（麻しん ･ 風しん）1 期 １歳～２歳未満
水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）２期
平成 25 年４月２日～

平成 26 年４月１日生まれ

日本脳炎  １期 ３歳～７歳６カ月未満

日本脳炎  ２期 ９歳～ 13 歳未満

２種混合（ジフテリア・破傷風） 小学６年生

高齢者インフルエンザ 満 65 歳以上の希望者

成人用肺炎球菌
2020 年３月 31 日までに、65 歳・70 歳・
75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・100
歳以上で過去に接種したことがない方

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･ 時間をお確かめください。

暮らしのカレンダー　  2019 年 12 月

休日医
伊万里休日・夜間急患医療センター（伊万里市立花町） ☎ 23-9910

納付のお知らせ　 詳しくは

▲

税務課　☎ 46-2736

▼税目名 ▼納期限・口座振替日 ▼日（曜）

固定資産税
第３期納期限 25（水）
口座振替日 25（水）

国民健康保険税
第７期納期限 25（水）
口座振替日 25（水）

介護保険料
第６期納期限 25（水）
口座振替日 25（水）

後期高齢者医療保険料
第６期納期限 25（水）
口座振替日 25（水）

イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など
子どもクラブ
駅伝大会

１（日）
10 時～

（開会式９時～）
歴史と文化の森
公園

社協つどい場
おしゃ Very カフェ

２（月）
16（月）

11 時～ 15 時
老人福祉センター

「ちとせ」
子育てサロン

「ちろりん村」
第１～４
火曜日

10 時 30 分
～ 15 時

老人福祉センター
「ちとせ」

町定例議会（予定）３（火）～ 10 時～ 17 時 役場３階 議場

リサイクルデー
15（日） 泉山防災広場、立部リサイクルステー

ション、有田町リサイクルプラザ９時～ 11 時
官公庁執務納め 27（金）

消防団年末警戒
28（土）～
30（月）

21 時～翌２時 町内一円

有田碗灯 31（火） 23 時～翌２時 陶山神社
成人式 1/3（金） 14 時～ 焱の博記念堂
有田町消防出初式 1/5（日） ８時 30 分～ 焱の博記念堂
官公庁執務始め 1/6（月）
新年賀詞交歓会 1/7（火） 16 時～ 大有田焼会館

※ 31 日（火）はお休み。

※ 30（月）・31（火）はお休み。

※ 30（月）・31（火）はお休み。

※ 30（月）・31（火）はお休み。

※ 30（月）・31（火）はお休み。
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保健事業　　　　　　　　　　※場所は福祉保健センターです。　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065

▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間

妊婦子育て相談 妊婦や乳幼児の保護者 ２（月） 10 時～ 12 時

れんげのつどい 乳幼児と保護者 ２（月） 10 時～ 12 時

母と子の広場 乳幼児と保護者 ９（月）16（月） 10 時～ 12 時

４カ月児健診 令和元年８月生まれ 24（火） 13 時～ 13 時 30 分

７カ月児健診 令和元年５月生まれ 17（火） 13 時～ 13 時 30 分

12 カ月児相談 平成 30 年 12 月生まれ 24（火） ９時～ 11 時

２歳児相談 平成 29 年 11 月生まれ 17（火） ９時～ 11 時

３歳半児健診 平成 28 年４月～５月生まれ ５（木） 12 時 45 分～ 13 時 15 分

運動トレーニング体験教室 町内在住の方 ２（月）、３（火） 事前に予約が必要です

※母子手帳交付は、事前に健康福祉課（☎ 43・5065）へ電話でご予約をお願いします。個別対応いたします。

健康診断　　※場所はすべて福祉保健センターです。電話でお申し込みください。　詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065

▼行事名 ▼対象者・備考 ▼個人負担額 ▼日（曜） ▼対象地区

肺がん検診 40 歳～ 64 歳 250 円（喀痰 500 円） 15（日）

15（日）
日曜検診：全地区

 16（月）
乳がん・大腸がん
検診：全地区

肺がん・
結核同時検診

65 歳～ 69 歳 250 円（喀痰 500 円）
15（日）

70 歳以上 100 円（喀痰 150 円）

胃がん検診 40 歳～ 79 歳 800 円（70 歳以上は 300 円） 15（日）

大腸がん検診 40 歳以上 500 円（70 歳以上は 150 円） 15（日）16（月）

子宮頸がん検診 20 歳以上 750 円（70 歳以上は 250 円） 15（日）

乳がん検診 40 歳以上 700 円（70 歳以上は 250 円） 15（日）16（月）

骨粗しょう症検診 20 歳以上 600 円（70 歳以上は 200 円） 15（日）

前立腺がん検診 50 歳以上 700 円（70 歳以上は 250 円） 15（日）

Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース 103

マ イ セ ン の 空 か ら 姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。

クリスマスのハプニング

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト
ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生まれ。自営業の
アーティスト、デザイナー。マイセン ･ 有田友好協会の共
同設立者、現在の会長。2001 年から２年間、有田窯業大学
校で講師を務める。

　"O
オー

 T
タ ン ネ ン バ ウ ム

annenbaum" というドイツ

で有名なクリスマスソングをご存じ

ですか。この歌は外国語に翻訳され

たり、別の歌詞がつけられたりして

多くの国で知られています。珍しい

ものでは、アメリカの労働運動や中

国の天津大学、イギリスの有名なサ

ッカークラブ チェルシー FC など

が、オー・タンネンバウムのメロデ

ィーに基づいた歌を歌っています。

　今年のクリスマスマーケットの準

備も珍しい出来事で始まりました。

マイセン市役所広場にクリスマスツ

リーとして飾られる予定だった木が

運搬中に割れてしまったのです。こ

の夏の空気の乾燥により、木の株

が枯れたことが原因のようでした。

幸い代わりの木がすぐに見つかり、

今はきれいに輝いています。

　市役所そのものを飾って作られ

た大きなアドベントカレンダーも

マイセンのクリスマスには不可欠

です。12 月 1 日から 24 日まで１

つずつ窓が開かれ、プレゼントや

サプライズが公開されます。今年

はマイセン有田姉妹都市提携 40 周

年を記念し、食事券やマイセン焼

とともに、初めて有田焼が出品され

ます。有田焼を提供してくださった

皆さまに感謝しています。

　最後にもう１つサプライズがあり

ます。広報有田６月号で紹介したマ

グカップを 10 人にプレゼントしま

す！応募はメールの件名に「マグカ

ップ 2019 年」、本文に氏名、電話

番号を記入の上、12 月 13 日（金）

までに、arita-cir@town.arita.lg.jp

へメールしてください。たくさんの

ご応募をお待ちしています。
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地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

№135地域包括支援センターだより

高齢期の健康的な食事の取り方講座のお知らせ

「介護の日」に相談会を開催しました
11 月 11 日は「介護の日」でした。県内で

も介護の日は、さまざまな介護に関するイベ

ントが開催されました。

有田町では、11 月８日にエンディングノー

トの書き方講座や相談会を行いました。高齢

化社会が進む中、こうやって身近に感じるこ

とができる機会をつくることはよいことだと

感じました。

これからも福祉が身近に感じてもらえるよ

うに努力していきます。

e日時　　12 月 12 日（木）　10 時～ 12 時

e場所　　有田町福祉保健センター　２階　研修室

e対象　　65 歳以上の方

○参加希望の方は、有田町地域包括支援センター（☎ 43・2196）へご連絡ください。

最近では、多くの人が栄養に対する関心や知識を持っています。

しかし、どのように栄養を取ったらよいのか、若い人と同じ食べ

物は食べられないなど、悩みも少なからずあると思います。

年齢を重ねるにつれて食欲が落ちたり、たくさん食べられなく

なります。そんなとき少しでも効率的に栄養を摂取できるように

したいものです。

そこで、有田町健康福祉課の管理栄養士による、わかりやすい

講義を実施します。
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０
２

※
願
書
は
各
消
防
署
お
よ
び
各
分
署

に
あ
り
ま
す
。

【有料広告】

　

佐
賀
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で

は
、
将
来
の
陶
磁
器
業
界
を
担
う
人

窯
業
人
材
育
成
事
業
研
修
生
募

集
（
４
月
期
）

佐
賀
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

　

毎
年
恒
例
の
新
年
席
書
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を

お
渡
し
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
令
和
２
年
１
月
４
日
（
土
）

　
　
　

10
時
～
（
開
場
９
時
30
分
～
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課

☎
43
・
２
３
１
４

生
涯
学
習
課　

新
年
席
書
会

　

町
の
未
来
を
担
う
新
成
人
の
新
し

い
人
生
の
門
出
を
祝
福
し
、
将
来
の

幸
せ
を
祈
念
す
る
た
め
、
成
人
式
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
令
和
２
年
１
月
３
日
（
金
）

　
　
　

14
時
～
（
受
付
13
時
30
分
～
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

対
象
▼
平
成
11
年
４
月
２
日
～

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
転
出
さ
れ
た
方
へ

　

成
人
式
へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
生
涯
学
習
課
へ
現
住
所
な

ど
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
後
日

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

※ 

保
護
者
が
町
内
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
方
に
は
、
保
護
者
宛
て
に

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課

☎
43
・
２
３
１
４

令
和
２
年 

成
人
式

生
涯
学
習
課　

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
研

修
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
研
修
内
容

ろ
く
ろ
コ
ー
ス
▼
主
に
伝
統
的
な
手

ろ
く
ろ
成
形
技
法
を
修
得
す
る

絵
付
コ
ー
ス
▼
伝
統
絵
付
を
主
と
し

た
装
飾
技
法
を
修
得
す
る

製
造
技
術
コ
ー
ス
▼
伝
統
技
法
か
ら

量
産
技
術
ま
で
陶
磁
器
製
造
技
術
全

般
を
修
得
す
る

研
修
期
間
▼

令
和
２
年
４
月
～
９
月
（
６
ヶ
月
）

募
集
人
数
▼
３
コ
ー
ス
合
計
20
名

応
募
要
件
▼
肥
前
陶
磁
器
業
界
へ
の

就
職
を
希
望
す
る
方

募
集
期
間
▼
12
月
２
日
（
月
）
～
令

和
２
年
１
月
14
日
（
火
）

面
接
日
▼
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

※
応
法
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼

佐
賀
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
窯
業
人

材
課　
　
　
　
　

☎
42
・
３
１
４
４
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「ツレヅレハナコの
　　　　　　　ホムパにおいでよ！ 」　

「子を描く　水墨画年賀状 」

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

　

有
田
陶
器
市
実
行
委
員
会
は
、
毎

年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
４
月
29

日
～
５
月
５
日
）
に
有
田
陶
器
市
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方

に
有
田
陶
器
市
に
お
越
し
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
官
公
庁
・
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど
へ
の
配
布
や
Ｐ
Ｒ

活
動
に
使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
要
項
な
ど
は
、
有
田
陶
器
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.arita-

toukiichi.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

作
品
提
出
締
切
▼

令
和
２
年
１
月
10
日
（
金
）
必
着

詳
し
く
は
▼
有
田
商
工
会
議
所

☎
42
・
４
１
１
１

第
１
１
７
回 

有
田
陶
器
市

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

有
田
商
工
会
議
所　

焱
の
博
記
念
堂
の

ク
リ
ス
マ
ス
☆
げ
き
じ
ょ
う

焱
の
博
記
念
堂　

■
金
ヶ
江
太
の
寄
せ
植
え
教
室
～
ク

リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え
～

日
時
▼
12
月
４
日
（
水
）　

19
時
～

参
加
費
▼
３
５
０
０
円

定
員
▼
先
着
25
人

■
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
12
月
15
日（
日
）～
21
日（
土
）

９
時
～
17
時

■
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ダ
ン
ボ
ロ
サ
ン

タ
を
つ
く
ろ
う
）

日
時
▼
12
月
14
日
（
土
）

10
時
～
12
時

参
加
費
▼
１
０
０
０
円

定
員
▼
先
着
30
人
（
小
学
生
以
下
対
象
）

■
有
田
工
業
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演

奏
会

日
時
▼
12
月
15
日
（
日
）
14
時
～

※
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
有
工
吹
奏
楽

部
の
主
催
で
す
。（
入
場
無
料
）

■
ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
絵
本

原
画
展
「
あ
た
ま
の
な
か
の
ぼ

う
け
ん
」in  ARITA

日
時
▼
12
月
15
日（
日
）～
21
日（
土
）

　
　
　

９
時
～
17
時

入
場
料
▼
無
料

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
▼

12
月
15
日
（
日
）
９
時
～
10
時

■
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

①for  capture plan 

ラ
イ
ブ
（
特

別
出
演
：
有
田
工
業
高
校
吹
奏
楽
部
）

日
時
▼
12
月
14
日
（
土
）
19
時
～

入
場
料
▼
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
２
５
０
０
円
）

②H
U

E

コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　

～
見
つ
め
あ
う
だ
け
で
～

日
時
▼
12
月
21
日
（
土
）
16
時
～

入
場
料
▼
一
般　
　
　

３
０
０
０
円

　
　
　
　

 

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

※
ど
ち
ら
も
当
日
５
０
０
円
増

入
場
料
▼
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

①
②
共
通
券　

一
般　

４
０
０
０
円

（
前
売
り
券
の
み
）

詳
し
く
は
▼
焱
の
博
記
念
堂

☎
46
・
５
０
１
０

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
相
談

佐
賀
県
Ｄ
Ｖ
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー　

　

多
様
な
性
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
誰
に
も
話
せ
ず
に
１

人
で
悩
ん
で
い
た
皆
さ
ん
、
話
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
毎
月
第
２
日
曜
日
・
第
４
水

曜
日　

14
時
～
16
時
（
電
話
相
談
）

相
談
員
▼
臨
床
心
理
士

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
▼

☎
０
９
０
・
１
９
２
６
・
８
３
３
９

詳
し
く
は
▼

佐
賀
県
Ｄ
Ｖ
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
２
・
28
・
１
４
９
２

講
演
会
の
ご
案
内

（
公
財
）
窯
業
教
育
振
興
会　

　

入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
▼
12
月
６
日
（
金
）

　
　
　

16
時
30
分
～
17
時
50
分

会
場
▼
佐
賀
大
学
有
田
キ
ャ
ン
パ
ス

講
師
▼
柳
原
照
弘
氏

テ
ー
マ
▼D

ESIGN
 STRATEGY

詳
し
く
は
▼
佐
賀
県
陶
磁
器
工
業
協

同
組
合　
　
　
　

☎
42
・
３
１
６
４

税
務
署
で
の
面
接
相
談
は

　
　

事
前
予
約
が
必
要
で
す

伊
万
里
税
務
署　

　

税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ま

を
お
待
た
せ
し
な
い
よ
う
、
面
接
相
談

の
事
前
予
約
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
で
の
回
答
が
困
難
な
相
談
内

容
（
具
体
的
に
書
類
や
事
実
関
係
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
）
に
つ

い
て
は
、
所
轄
の
税
務
署
に
お
い
て

面
接
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

面
接
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
所

轄
の
税
務
署
に
電
話
で
相
談
日
時
を

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
の
際
、

名
前
・
住
所
・
相
談
内
容
を
お
伺
い

し
、
相
談
日
に
必
要
な
書
類
な
ど
を

お
伝
え
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

伊
万
里
税
務
署　

☎
23
・
３
１
４
７

【有料広告】

ARITA 2019.12 24



 ☆今年もあとわずか☆

東図書館

（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間：９時～18 時　

休館日：月曜日 12 月 28 日（土）

　　　　～ 12 月 31 日（火）

西図書館

（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間：９時～18 時　　

休館日：火曜日、12 月 28 日（土）

　　　　～ 12 月 31 日（火）

図書館からこんにちは

 おすすめの本

 12 月の開館時間・休館日

　早いもので残すところあと 1 ヶ月とな

りました。

　改元にともない、祝賀行事などもたく

さんありましたが、一方で全国的に災害

の多い年でもありました。自然の力に畏

れをいだくと同時に、備えの大切さを再

認識した１年でした。

　年末の挨拶には少し早いですが、今年

もご利用いただきありがとうございまし

た。来年も、職員一同皆さまのご利用を

お待ちしております。

「ツレヅレハナコの
　　　　　　　ホムパにおいでよ！ 」　

（ツレヅレハナコ / 著  　小学館 ）
　人が集えば楽しいホームパーティー！気

軽な宴会メニューが紹介され、パーティー

がおいしい料理で盛り上がること間違いな

しのレシピ集です。　　　（東図書館所蔵）

「子を描く　水墨画年賀状 」
（水墨画塾編集部 / 誠文堂新光社）
　年賀状のモチーフになるようなねずみ

の水墨画が、さまざまな作風の作品で紹

介されています。年賀状手描き派の方も、

そうでない方にもお役に立つ 1 冊です。

　（西図書館所蔵）

～年末年始のお知らせ～

東・西図書館ともに、下記の期間は休館します。

　12 月 28 日（土）～令和２年１月３日（金）

※新年は１月４日（土）より開館します

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

【有料広告】

ARITA 2019.1225



お誕生おめでとう（敬称略）

氏　名 保護者 地　区 
円田　統晴（すばる） 敦士・里実 戸　矢

萩尾　理世（りよ） 真介・香奈子 大　野

森迫　結麻（ゆま） 豊・麻美 外尾山

土岐　彩秋（いろあ） 佳祐・真希 黒牟田

浦馬場　唯奏（ゆいか） 寛・加奈子 南　原

福田　雄希斗（ゆきと） 雄大・桃花 南　原

筒井　美心（みこ） 大輔・真美 北ノ川内

佐々木　大和（やまと） 大輔・由香 上内野

池田　純之輔（じゅんのすけ）真也・めぐみ 大木宿

梅㟢　彰士（あきと） 洋敬・知美 大木宿

江口　伊織（いおり） 恭平・美加 立　部

松田　燈（とも） 翔太・珠実 広　瀬

前田　奈々花（ななか） 恭平・侑里 上山谷

おくやみ（敬称略）

氏　名  　　年　齢           地　区
森田　滿雄  　　６９ 中　樽

池田　末次  　　９４           幸　平

松尾　 雄  　　９１           大　野

寺内　謙一  　　８９           本　町

野田　瓊枝  　　９７   戸　杓

馬場　忠好 　　 ６４ 戸　杓

池田　シカヨ        ８７ 外尾町

小田　勝行 　　７５ 南　原

渕上　浩子 　　５７ 南　原

空閑　ムラ 　　９８ 下　本

空閑　陽一郎 　　５９ 下　本

筒井　一人 　　９１ 北ノ川内

松尾　ミカノ 　　８３ 上内野

森　ツタエ 　　９１ 大木宿

田代　フサエ 　　９８ 立　部

廣　シヅ 　　９１ 広　瀬

山口　信吉 　　８４ 山谷切口

※ 10 月 16 日から 11 月 15 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

情報ステーション情報ステーション InformationInformation

人の動き　　令和元年 11 月１日現在

人　口   19,816 人 （‐36 人） ３　区 1,146 人 ９　区 868 人 15　区 597 人

男　性 9,267 人 （‐15 人） ４　区 1,702 人 10　区 1,064 人 16　区 887 人

女　性 10,549 人 （‐21 人） ５　区 1,805 人 11　区 1,392 人 施　設 192 人

世帯数 7,807 世帯 （‐8 世帯） ６　区 1,859 人 12　区 994 人

１　区 628 人 ７　区 999 人 13　区 987 人

２　区 953 人 ８　区 2,128 人 14　区 1,615 人

※かっこ内は前月比です。
※「施設」は町内４施設

に入所している方の合
計です。

古川学習研究会（古川塾）

TEL0955-46-2110
（自宅☎0956-30-8029）

有田町立部乙2177
MR西有田駅そば

小学生
中学生

高校生

国語・算数・中学英語準備
国語・英語・数学・理科・社会
公立高・高専受験対策
数学・物理・化学
大学、専門学校受験対策

開塾1995（平成7）年

はな英語塾
hana English Club

f小学生（中学準備）クラス　f中学生（高校受験）クラス
f高校生（大学受験）クラス　f補習（成績up）クラス
f英会話クラス（個別・グループ）

体験レッスンあります！

有田町赤坂丙 2351-62（大石英代）
Tel. 0955-42-4711 / 080-5255-3177

【有料広告】

■  町交際費 10 月 ■
項　目 金　額 備　考

会　費 34,000 円
全国棚田（千枚田）連絡協議会総会及び情
報交換会会費ほか４件

接遇費 10,000 円 APU との協定締結式に伴う懇親会費

雑　費 16,500 円 東京佐賀県人会総会への特産品寄贈ほか１件

合　計 60,500 円

詳しくは▶総務課　☎ 46・2111

【有料広告】

土地取引の届出をお忘れなく
　5,000m2 以上の土地の取引（売買など）をしたときは、
法律により、土地の利用目的や取引価格などの届出が必
要です。届出をしなかったり、偽りの届出をしたりする
と罰則が科されることがあります。
届出義務者▶買主　  届出時期▶契約日を含め２週間以内
届け先▶土地の所在する市町村
詳しくは▶まちづくり課　☎ 46・2990
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情報ステーション情報ステーション InformationInformation

有田セレモニーホール

☎0955-42-5523
有田町南原甲1113-11　http://4400.jp

「安心の会」会員募集中!
お客さまの安心と感動のために

相談会・見学会12月16日㈪

安心の会会員様 （何個でも）1,000円
未入会の方 （何個でも）3,000円

人形・提灯供養
供養料

お寺様勤行15時開式 毎日 実施中

10:00～16:00

24時間
365日

【有料広告】
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平成 28 年 12 月７日 生まれ
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笑っていてね☆
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１歳おめでとう ！しゅ
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２歳のお誕生日おめでと

う！毎日成長を感じるの

平成 30 年 12 月 30 日 生まれ
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１歳のお誕生日おめでと

う♡にこにこ笑顔に家族
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ています♪

平成 29 年 12 月 31 日 生まれ
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がとても幸せ

だよ♪惣ちゃ

ん大好き♡

お誕生日おめでとう☆１月生まれ出演者大募集 !

対 象 者 …１月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生日
おめでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … 12 月 10 日（ 火 ）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    Ｅメール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。

　ご寄贈いただいた車椅子
（３台）は、公共施設に設
置し、来場者の皆さまに活
用いただきます。誠にあり
がとうございました。

公益社団法人
伊万里有田法人会　様

寄贈御礼

ARITA 2019.1227



　女性の視点で考え、男性と女性がお互いに協力しながら町づくりを考える「女性フ
ェスタ in 有田」を開催します。テーマは、「絆～つなげよう未来へ～」。町内で活動
しているグループ・団体の参加を募集します（性別、年齢、団体の大きさは問いません）。

[ 募集内容 ]
①ステージ発表（コンベンションホール）

　・町内のグループ・団体
　・踊り、歌（カラオケは除く）

　　演奏、劇など（10 分以内）
　  ※ 町内の方が多く活動しているグループを優先します。

②グループの活動紹介・バザー
　町内で活動しているグループや団体
　※営利目的の参加はお断りします。

③ゆったりカフェ＆リラクゼーション
　（ホワイエ・文化ホールロビー）

　町内で活動しているカフェや
　アロマ・マッサージなどの団体

[ 日 時 ] 令和 　　 年  　　月 　　日 
[ 会 場 ] 焱の博記念堂

２ ３ ８

女性フェスタ in 有田

[ 募集締切 ]　12 月 13 日（金）
[ 申込方法 ]

申込用紙にグループ名、代表者氏名・

住所・電話番号、内容などを明記の上

有田女性まつり実行委員会へ提出して

ください。

[ 詳しくは ]
有田女性まつり実行委員会（まちづくり課内）

TEL  46・2990　　

FAX  46・2100

町ホームページにも掲載しています。

日

女性フェスタ in 有田
参加団体を募集します


